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加えたものである。序論，本論 2部 1 0 章，結語および展望よりなっている。
序論では，関連する既往研究を概観，本論文の意義について記述している。







































した市街地再編期，すなわち明治 1 0 年代~20 年代 (1877~1896) ，明治 4 5 年~昭和初期
(1912~1930) ，高度成長期以降の三期である乙とを指摘し，市街地再編期の都市計画におい
て，娯楽施設整備が重要な位置を占めていた乙とを見出している。
(5) 以上の研究結果から，今後の都市計画研究の進展をはかるうえで，都市再編期における各種の施設整
備事業の再検討を多角的に行う乙との必要性を提言し，さらに娯楽施設・墓地・火葬場・塵芥処理場な
ど一般市街地からは遠ざけるべきものとされてきた「忌避施設J 群に関する計画理念を再検討する作業
の意義を論じている。
以上のように，本論文は，都市計画論の分野にあって，従来研究蓄積の少なかった娯楽施設整備事業が
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都市再編溺呈lと果たした役割について，新しい知見を加えるものであり，環境計画上寄与するところが大
きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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